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欧文数字を入力
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利
用
し
た
糖
尿
病
患
者
登
録
シ

ス
テ
ム
の
具
体
化
、
⑥
７
ワ
ク

チ
ン
の
無
償
接
種
化
な
ど
を
要

望
し
た
。

　
参
院
特
別
委
員
会
で
審
議
中

の
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法

案
に
関
し
、
田
中
衆
院
議
員
は

患
者
負
担
の
増
加
を
避
け
皆
保

険
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
法
案

の
本
旨
と
説
明
。
ま
た
総
合
特

区
は
人
口
９
０
０
万
の
神
奈
川

に
相
応
し
く
元
気
が
で
る
よ
う

人
間
の
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と

で
経
済
浮
揚
を
図
る
国
家
事
業

で
あ
り
、
企
画
内
容
と
の
整
合

は
検
証
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
し
た
。

　
年
間
２
０
０
億
円
に
上
る
余

剰
金
が
発
生
し
て
い
る
、
産
科

医
療
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
松

崎
県
議
よ
り
厚
生
事
務
次
官
が

天
下
っ
た
こ
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
、
田
中
衆
院
議
員
か
ら
は
制

度
概
要
と
問
題
点
を
ま
と
め
た

文
書
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

　
更
に
は
、
地
域
医
療
再
生
計

画
に
関
し
糖
尿
病
対
策
推
進
協

議
会
に
お
い
て
患
者
登
録
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
失
明
予
防
策
を
費

用
３
０
０
万
円
で
提
案
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
顧
だ

に
さ
れ
ず
国
へ
交
付
金
を
み
す

み
す
返
納
す
る
だ
け
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
協
会
よ
り
詳
述
。

民
主
党
県
連
は
施
策
の
有
効
性

に
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
交

付
金
の
使
途
の
不
明
朗
さ
を
問

題
視
、
対
応
が
必
要
と
述
べ

た
。
な
お
、
後
日
、
県
連
事
務

局
よ
り
こ
れ
ら
懇
談
内
容
に
関

し
補
足
の
照
会
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
政
策
部
は
７
月
　
日
、民
主

３０

党
神
奈
川
県
総
支
部
連
合
会

と
、次
年
度
の
国
政
予
算
要
望

で
懇
談
を
し
た
。民
主
党
か
ら

田
中
慶
秋
衆
院
議
員
、牧
山
ひ

ろ
え
参
院
議
員（
副
代
表
）、松

民
主
党
県
連
と
国
政
要
望
で
懇
談

産
科
医
療
補
償
の
余
剰
金
を
問
題
視

再
生
交
付
金
の
不
明
朗
さ
に
関
心
も

奈
川
僑（
企
業
・
研
究
開
発
に
最

高
　
億
円
補
助
）
の
推
進
が
あ

８０
る
と
し
た
。

　
講
演
後
の
フ
ロ
ア
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
こ
れ
だ

け
多
く
の
事
業
・
団
体
に
多
大

な
影
響
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
当
事
者
で
あ
る
県
民
へ
の

認
知
が
十
分
で
な
い
」
と
問
題

視
す
る
発
言
が
出
さ
れ
、
一
刻

も
早
く
多
く
の
県
民
に
知
ら
せ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
神
奈
川
臨
調

を
特
集
し
た
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
な
ど
の
案
が
出
さ
れ

た
。

一
刻
も
早
く
、

多
く
の
県
民
に

知
ら
せ
る
活
動
を

　
小
畑
氏
は
、「
臨
調
設
置
の
根

拠
で
あ
る供
巨
額
の
財
源
不
足
僑

は
県
に
よ
る
過
大
な
赤
字
宣

伝
」
と
し
、
今
年
度
予
算
編
成

時
に
９
０
０
億
円
が
不
足
し
て

い
る
と
言
い
つ
つ
も
事
業
見
直

し
や
交
付
金
な
ど
で
、
不
足
額

２
０
０
億
円
に
ま
で
減
ら
し
た

こ
と
、
知
事
が
財
源
確
保
に
躍

起
に
な
る
背
景
に
は
、「
神
奈
川

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
位
置

付
け
ら
れ
た
供
イ
ン
ベ
ス
ト
神

診
施
設
整
備
費
な
ど
地
域
医
療

や
福
祉
に
甚
大
な
影
響
を
与
え

る
も
の
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い

る
（
左
表
）。

　
市
町
村
補
助
金
に
つ
い
て

は
、「
県
が
補
助
金
を
廃
止
す
る

場
合
は
市
町
村
と
足
並
み
を
揃

え
て
事
業
そ
の
も
の
を
廃
止
す

る
」
と
踏
み
込
ん
だ
意
見
も
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
県
の
補
助

廃
止
イ
コ
ー
ル
即
事
業
廃
止
に

繋
が
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い

る
。

等
）
さ
れ
る
と
し
た
。
期
限
は

３
年
以
内
で
、
数
値
目
標
を
立

て
る
と
し
て
い
る
。

　
市
町
村
・
団
体
へ
の
補
助
金

は
、
全
体
を
一
時
凍
結
し
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
す
。中
で
も「
１

９
８
８
年
以
前
か
ら
続
い
て
い

る
も
の
」（
１
５
９
事
業
・
５
８

６
億
円
）、「
少
額
な
も
の
」（
１

団
体
あ
た
り
１
千
万
円
未
満
・

２
４
４
事
業
）
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
、
そ
の
中
に
は
碓障 
（
補
助
額

　
・
８
億
円
）
は
じ
め
、
介
護

５４施
設
、
休
日
診
療
所
、
腎
疾
患

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
看
護

学
校
等
の
運
営
費
補
助
や
、
検

下
「
連
絡
会
」）
は
、
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
立
場

か
ら
、
臨
調
で
の
議
論
を
問
題

視
。

　
小
児
・
ひ
と
り
親
・
重
度
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
以
下

「
碓乳 
」「
碓親 
」「
碓障 
」
は
市
町
村

事
業
で
は
あ
る
が
、
県
か
ら
市

町
村
に
補
助
金
が
出
さ
れ
て
お

り
、
３
事
業
の
補
助
総
額
は
約

１
０
９
億
円
に
上
る
。

　
県
の
財
政
再
建
に
つ
い
て
議
論
す
る
外
部
有
識
者
会
議「
県
緊
急
財
政
対

策
本
部
調
査
会
」（
以
下
「
神
奈
川
臨
調
」
座
長
・
増
田
寛
也
元
総
務
相
）

は
７
月
　
日
、「
県
有
施
設
の
全
廃
」、「
市
町
村
及
び
団
体
補
助
金
の
一
時

１８

凍
結
」な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
中
間
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
。
提
言
を
受
け
黒

岩
知
事
は
「
大
変
厳
し
く
、
大
胆
な
意
見
」
と
し
つ
つ
も
、
前
向
き
に
来
年

度
予
算
に
反
映
し
て
い
く
考
え
を
表
明
し
た
。最
終
意
見
の
と
り
ま
と
め
は

９
月
　
日
予
定
。

１７

：

臨調「中間報告」が原則「廃止」の対象としたもの（抜粋）

少額1988年
以前県の補助率市町村補助金
●政令・中核市3分の1重度障害者医療費給付補助事業補助金

社
会
福
祉

●一般市町村2分の1
●2分の1障害者グループホーム等運営費補助
●10分の10障害者歯科医療体制推進事業費補助
●3分の1初期医療費確保対策費補助金

●10分の10障害者自立支援対策臨時特例交付金事業費補助
金

●2分の1在宅障害者福祉対策推進事業費補助

●2分の1児童虐待防止対策緊急事業・乳児家庭全戸訪問事
業費環境整備事業費

●10分の10地域支えあい体制づくり事業市町村補助金
●10分の10児童相談所・市町村体制強化環境改善事業費

神
奈
川
臨
調
中
間
意
見

補
助
金
一
時
凍
結
を
提
案

医
療
・
福
祉
分
野
へ
の
影
響
大

　
７
月
　
日
に
は
急
遽
、
神
奈

２６

川
自
治
体
問
題
研
究
所
・
常
任

理
事
の
小
畑
一
氏
を
講
師
に
迎

え
、
学
習
会
を
開
催
。
臨
調
中

間
意
見
の
問
題
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
団
体
間
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

地
域
医
療
・福

祉
の
危
機

休
日
診
療
の

運
営
費
も
標
的

　
小
畑
氏
は
「
神
奈
川
臨
調
は

県
民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
破
壊

す
る
」
と
し
、
県
有
施
設
の
廃

止
や
補
助
金
凍
結
が
与
え
る
影

響
を
詳
述
。
県
有
施
設
に
は
県

民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
社
会

福
祉
施
設
、
県
営
住
宅
な
ど
を

含
む
が
、
①
当
初
の
設
置
目
的

が
薄
れ
て
い
る
も
の
、
②
利
用

実
績
が
低
下
し
て
い
る
も
の
、

③
県
に
よ
る
運
営
の
必
然
性
に

欠
け
る
も
の
―
に
つ
い
て
廃
止

（
市
町
村
移
譲
、
独
立
採
算
制

捻
出
財
源
で

総
合
特
区
推
進
を

　
既
報
（
６
月
　
日
号
）
の
通

２５

り
、
３
月
に
発
足
し
た
神
奈
川

臨
調
で
は
、「
県
有
施
設
」「
補

助
金
」「
教
育
」「
人
件
費
」
の

４
本
柱
に
つ
い
て
、
歳
出
削
減

の
視
点
か
ら
見
直
し
の
議
論
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
当
日
会
議

に
同
席
し
た
黒
岩
知
事
は
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
捻
出
さ
れ
た
財
源

で
「
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
を
回
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
、

「
神
奈
川
発
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
」、「
京
浜
臨
海
部
ラ
イ
フ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
戦
略
総

合
特
区
」
の
推
進
を
掲
げ
て
い

る
。

　
神
奈
川
県
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
求
め
る
連
絡
会
（
代

表
　
藤
田
倫
成
協
会
理
事
、
以少額1988年

以前県の補助率団体補助金

●3分の1社会福祉施設職員等退職手当共済事業給付費等
補助金

社
会
福
祉
関
係

●4分の3民間社会福祉施設整備借入償還金補助金
●入所者徴収額との差軽費老人ホーム事務費補助金
●222万円／床老人福祉施設整備費補助金
●10分の10県社会福祉協議会運営費補助金
●10分の10総合リハビリテーション事業団補助金
●2分の1精神科救急医療基幹病院運営費補助
●特定健診3分の1国民健康保険組合特定健診等補助金
●定額視覚障害者技能習得援助資金貸付事業費補助金
●運営費補助2分の1精神障害者地域生活支援団体連合会補助金
●定額高齢者福祉施設協議会補助事業費補助金
●2分の1身体障害者連合会補助事業費
●10分の10心身障害者父母の会連盟補助事業費

●●2分の1精神障害者家族会活動奨励補助事業啓発活動事
業

●定額民間社会福祉施設運営費補助

●月収7,000円に満た
ないもの施設入所高齢者福祉給付金支給補助

●10分の10収支差厚木看護専門学校運営費補助金

医
療
関
係

●●10分の10生活福祉資金貸付償還金利利子補給補助金
3分の1神奈川福祉推進センター事業費補助
定額地域小規模児童養護施設運営費補助金
定額自立援助ホーム運営費補助

●元金4分の3利子10
分の10民間社会福祉施設整備借入償還金補助金

●10分の10社会福祉振興資金借入金利子補給費補助金
●定額眼科救急医療対策費補助金
●2分の1休日診療所運営費補助金
●10分の10産休等代替職員制度事業費補助金
●3分の1県民医療対策事業費補助金
●3分の1集団検診施設整備費補助

●予算額OR対象基準
額難病団体連絡協議会運営費補助金

●3分の1腎疾患総合医療センター運営費補助
●●定額看護師等養成所実習施設補助金
●10分の10耳鼻咽喉科救急機能強化事業費
●●3分の1県医師会保育園医部会補助金･県保育会補助金
●2.8分の1医療施設等整備資金貸付事業費（医師）
●2.5分の1同（歯科）
●3分の1、10分の8健康財団補助金(がん対策事業)
●3分の1以内原爆被災者の会に対する補助金

※太字は特に医療関係者に影響するもの
（出典：神奈川自治体問題研究所・小畑 一氏提供の表から、医療・福祉関連のみ掲載）

：

（右から）松崎淳議員、田中慶秋議員、牧山ひろえ議員

鰍
割

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

第
　
回
保
団
連
医
療
研
究
集
会

２７絆
―
い
の
ち
を
見
つ
め
て

と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
日
）

１０

１３

１４

と
こ
ろ
　
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

◆
　
月
　
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時
　
分

１０

１３

５０

＊
記
念
講
演

「
こ
の
国
を
あ
き
ら
め
な
い

―
３
・
　
後
の
日
本
」

１１

立
教
大
学
教
授
・
精
神
科
医
 .
 
香
山
　
リ
カ
氏

◆
　
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分

１０

１４

３０

＊
分
科
会
（
午
前
９
時
～
　
時
）

１２

①「
在
宅
医
療
・
介
護
」／
②「
医
科
診
療
の
研
究
と
工

夫
」／
③「
歯
科
診
療
の
研
究
と
工
夫
」／
④「
医
科
歯
科

連
携
し
た
研
究
と
日
常
診
療
の
工
夫
」／
⑤「
公
害
・
環

境
・
職
業
病
」／
⑥「
医
学
史
・
医
療
運
動
史
・
医
療
と
裁

判
」

＊
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
午
前
９
時
～
）

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
午
後
１
時
～
）

①「
診
療
室
か
ら
見
え
る
格
差
と
貧
困
」、②「
医
科
歯
科

に
お
け
る
ヒ
ヤ
リ
・ハ
ッ
ト
の
現
状
と
取
り
組
み
」、③

「
放
射
線
被
曝
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め

に
―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、水
俣
の
教
訓
を
生
か
し
て
」

（
市
民
公
開
）

参
加
費
 
医
師
・
歯
科
医
師
　
８
千
円
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
、コ
・
デ
ン
タ
ル
　
５
０
０
円
（
当
日
支
払
）、

市
民
・
学
生
　
無
料

＊
８
月
　
日
ま
で
に
、お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

３１

お
申
込
み
　
地
域
医
療
対
策
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

崎
淳
県
議
会
議
員（
政
調
会

長
）、押
本
吉
司
川
崎
市
会
議
員

（
組
織
団
体
委
員
会
副
委
員
長
）

ほ
か
５
名
が
出
席
。協
会
よ
り

池
川
理
事
長
、稲
木
理
事
、平
尾

名
誉
理
事
長
が
出
席
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
①
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
案
の
撤
回
、
と

り
わ
け
皆
保
険
の
「
原
則
化
」

の
撤
回
、
②
総
合
特
区
で
の
医

学
部
新
設
撤
回
、
③
産
科
崩
壊

の
阻
止
に
逆
行
す
る
産
科
医
療

補
償
制
度
の
改
善
、
④
診
療
報

酬
の
消
費
税
ゼ
ロ
税
率
の
実

現
、
⑤
地
域
医
療
再
生
基
金
を

：：
：


